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東京竹芝から南に約 1,000km。定期船「おがさわら丸」で約 24 時間のところに位置する「小笠原諸島」。

おがさわら丸が停泊する父島に「都立大神山公園」があり、園内には小笠原諸島の歴史･文化･自然などの

情報をたくさん揃えた「小笠原ビジターセンター」があります。

無料リーフレットやインターネット「FREE SPOT」もありますので、お気軽にお立ち寄りください。

小笠原ビジターセンター ・ 大神山公園

NEWS LETTER

おがさわら おおがみやまこうえん

ニュース レター

ホームページX( 旧 Twitter)

ビジターセンターでの
イベント情報や
見ごろの植物情報など
旬な内容を平日は
毎日更新しています！

カプセルトイ
小笠原の生きもの缶バッチ

【500 円（税込）】

2026 年 2 月
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小笠原のミナミハンドウ
イルカ個体識別カタログ

2020

【1430 円（税込）】

小笠原の鯨類
クリアファイル A4

【300 円（税込）】

～ビジターセンターでは物品を販売しています ! ～

キャッシュレス決済のみとなっていますので、

ご注意ください。（現金での販売はしておりません。）

「ジョン万次郎展」特別展

出港

出港

入港

～万次郎と小笠原の関わり～

1841 年 14 歳の時に土佐から漁に出て伊豆鳥島に流され、

アメリカの捕鯨船に助けられて船員になった万次郎。

万次郎の生涯のなかで、当時の小笠原と深く関わったという

内容を紹介します。

入港

「西之島展」特別展

～調査から見えてきたこと～

あいうえオガヒワ

【999 円（税込）】

小笠原の植物
フィールドガイド

小笠原の植物
フィールドガイドⅡ

小笠原の植物
フィールドガイドⅢ

【各 1100 円（税込）】

出港

2013 年に噴火し新島ができて旧島と

合体、2020 年には植物・生きものが

残っていた旧島が完全に溶岩で埋まり

ました。2019 年以前とそれ以後の植物

・生きものの調査結果や調査で使われた

ローバー「MAX」を展示しています。

入港

シロワニ
講演会

東京都立大学
公開講座

特別展
クジラ展

開始

冬の星座
講演会

大神山
ガイドウォーク

入港



住所 ：〒100-2101 東京都小笠原村父島字西町　小笠原ビジターセンター内

電話 ：04998-2-7170

時間：8：00 ～ 17：30 (12：00 ～ 13：30 休憩 )　年中無休

<アクセス >
おがさわら丸船着場から徒歩 5分小笠原ビジターセンター・大神山公園サービスセンター

指定管理者　　 公益財団法人東京都公園協会

大神山公園 TOPICS

見ごろの園内植物見ごろの園内植物

シマムロ ナガバキブシ

カンヒザクラ モモタマナ

雌雄異株の常緑小高木。

花期は 1 月～ 4 月で、雄株

には 5mm ほどの雄球花が、

雌株には 3mm ほどの雌球

花がつきます。園内では山

頂展望台の周辺に生育して

います。
雌球花

雌雄異株の常緑低木。花序は

下垂し、5mm ほどの淡黄色

の小花を多数つけます。

父島・兄島に自生し、種の保

存法の｢国内希少野生動植物｣

に指定されています。園内で

はノヤシ橋下の植栽株で花を

見ることができます。

( 固有種 ) ( 固有種 )

( 外来種 )
台湾や中国が原産とされる桜。

開花は 1 月下旬頃で、2 月頃

に見ごろを迎えます。

内地のソメイヨシノと比べる

と濃いピンク色をしており、

花のつき方がまばらです。

( 広域分布種 )
小笠原諸島全域に分布する半

落葉性の高木。

落葉する前に葉が鮮やかな赤

色になります。1 月～ 2 月頃

に紅葉・落葉し、春に新葉を

つけます。

雄球花

小笠原に自生する
唯一の針葉樹

鑑賞用に
持ち込まれた
早咲きの桜

小笠原で紅葉する
数少ない樹木

湿った林内に
ひっそりと咲く、
芳香のある小さな花

ザトウクジラ  ウォッチングのベストシーズン到来です !

ザトウクジラの回遊 ウォッチングについて

◆ ザトウクジラの尾びれの写真を集めています ◆

季節によって、 離れた海域で

過ごすザトウクジラ。 冬は小笠原

周辺海域のような低緯度の暖かい

海で繁殖 ・ 子育てをし、 夏は

エサの豊富な高緯度の冷た

い海で過ごします。

父島では、 ウェザーステーショ

ン展望台などのひらけた場所から

双眼鏡で観察するもよし、 ボート

ツアーに行くと間近で息継ぎの

様子や背中、 ブリーチングが

見られることもあります。

小笠原海洋センターと小笠原ホエールウォッチング協会は、 協力して尾びれの写真を使用した

個体識別調査を実施しています。 右記に記載の LINE から写真のアップロードをお願いします。

L　I　N　E小笠原海洋センター TEL:04998-2-2830　小笠原ホエールウォッチング協会 TEL:04998-2-3215

大きさ ： 約１３ｍ　( 子ども 約４ｍ)　

重さ ： 約３０トン   （子ども 約２トン )


